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ハンガリー紀行 

１．ブダペスト 

ゾーナタクシー 

１０月２８日の日曜日、午後９時１０分に無事ハンガリー・リスト・フェレンツ国際空港に着陸した。

モスクワのシェレメーチエヴォ国際空港までは機内の大半を占めていた日本人だが、ブダペストま

で来たのは私一人だった。預けておいた手荷物も、比較的早くターンテーブルで運ばれてくる。

キャリーカートにセットし、いよいよハンガリーでの第一歩が始まる。 

到着ロビーでともかくキャッシングしなければならない。必ずあるはずのＡＴＭを探してキョロキョ

ロするとまず目に入ったのは警察官二人だ。彼等の所へ行き尋ねると、流暢な英語で、「お前のす

ぐ後ろだ。」と教えてくれる。最初からいささか見苦しい振る舞いとなったが、旅の恥はかき捨てで、

ともかく礼を云ってからキャッシング、４０,０００Ft(フォリント：１４,６９２円)を財布にしまう。 

いよいよ１７キロほど離れた市内への移動だ。事前調査からゾーナタクシー（コラム参照）を利用

することにした。バス料金の四倍ぐらいになるけれど、バス停から宿まで知らない街の夜道を歩く危

険性と苦労を秤にかけ、タクシーを選ぶ。四倍と云えども二千円くらいなのだ。 

到着ロビーを出てすぐの所にブースがあり、インターネットのブッキングコムで予約した宿の予

約票英文アウトプットを提示すると、バウチャーが手渡される。ブースのすぐ後ろにはゾーナタク

シーが並び、３台目の車が指定されたものだった。 

高速道路ではないらしいが、道幅も広く空いていて走りやすい

道路を行くこと２０分ほどで街中に入る。しばらくして幹線道路を離

れ、数回右左折を繰り返したところで停車した。そこから先は道幅

は広いが車輌進入禁止らしく、運転手は、「お前の宿はあそこ

だ。」と５０メートルほど先のネオンを指差して教えてくれた。料金

メーターを見ると、バウチャー表示金額５,８００Ftピタリに近い。

チップ込みで６,５００Ft(２,３８７円)支払った。 

薄暗いけれど不穏な雰囲気は全くない街路を歩き、インター

ネットのブッキングコムで予約したピルバックス・ホテルに入った。

エントランスホールはどこか雑然とした感じがあり、「見込みより安

ホテルだったか？」と思う。ともかくフロントへ行くと中年男が二人

いて、どちらも流暢な英語を話す。チェックインする前に部屋を下

見させて貰った。 

荷物はフロントの前に置いたまま、案内されて階段を登る。用

意されていた１０３号室は２階にあり、ロビーのほぼ真上に当たっ

ていた。角部屋で二方向に大きな窓があり、室内も広々しているし、

先ほど受けた印象とは裏腹に、快適な滞在ができそうだ。満足で

ある旨を伝え、フロントへ戻った。 

ゾーナタクシー 

空港で待っているのはゾーナタクシーと呼ばれるもので、若干料金

が高い。しかし外国人でそれもハンガリーについてあまり知識がない旅

行者には安心のシステムだ。専用の窓口で行き先を告げると、バウ

チャーが渡される。これに利用するタクシーの番号と、ゾーンごとに定

められた最大料金が印字されている。当該タクシーは付近で待機して

いるので、番号で確認し乗り込む。 

運転手は料金メーターを作動させて走行するのでバウチャーより

安ければそれで良いし、越えても最大料金以上払う必要は無い。地元

の人やなれた旅行者ならば、もう少し安い一般のタクシーを電話で呼

ぶこともできるらしい。 

ゾーナタクシーのバウチャー（実寸大）。 
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ブルガリアではパスポートを渡すと、宿泊カードへの記入などは向こうが全部やってくれた。しか

し此処では名前やら住所などを書かされる。老眼鏡を取り出して記入を始めたが、日本の住所を

真面目にアルファベットで書こうとすれば、かなり面倒だ。それにカードの当該欄は余程細かい字

で記入しないと書ききれない。どうせこれが何かの役に立つことなどないものと、いい加減に省略し

た。書き終えて差し出すと一番下の方に署名しろと云われ、これは漢字で記入。ようやくチェックイ

ンを終えて荷物を部屋へ運ぶ。エレベーターはないが、二階だし荷物は軽いので問題ない。 

部屋は予約時点で禁煙を指定したが、廊下にも、「禁煙」のステッカーが貼ってあるのは好まし

く思えた。しかし穿った見方をすれば、ハンガリーの非喫煙状況はまだレベルが低いので、このよう

なものを掲示する必要があるのかもしれない。 

部屋に荷物を置くと、カメラだけを持ってすぐ出かける。午後１１時を廻っているから、食事でき

るとしても時間に余裕はない。フロントで訊くと、「多分駄目と思うが. . . .」の保留着きで一軒教えて

くれた。先ほどタクシーを下りた辺りで、確かにそれらしい店を目にした記憶がある。しかしいざ訪ね

てみると、店内に灯りが点き客もいたものの、食事は終了して飲酒タイムになっていた。 

予想はしていたことなので諦めも早い。しかし酒を割る水が欲しいので、フロントで訊いた食料

品店を探すが見付からない。結局ファース

トフード店でミネラルウォーターを購入した。

ひょっとするとフロントで教えてくれた２４時

間営業の店とは此処のことかもしれない。

ともかく５００ccのペットボトルで、炭酸入り

となしの二種類それぞれ５２０Ft(１９１円)だ。

後は真っ直ぐ宿へ戻り晩酌を開始する。 

食べ物はモスクワで調達したサンドイッ

チ２６０ルーブル（６６８円）と、カバンに詰

めてきたオツマミ類。酒はこれもモスクワ調

達のタンカレー・ジン１㍑６５１.１２ルーブル 

（１,６７３円）だ。宿の前を時々歩行者が

行き交うが、至って静かだった。日付が変

わったころ、時差を含め３２時間の長い一

日を終え就寝する。 

 

ブダペスト徘徊 

夜中に何回か目を覚ましたが、６時半に起きてみると、いつの間にか霙が降り出している。夜は

すっかり明けていたものの、曇天のせいもあり見下ろす街路は薄暗い。７時になって朝食券を持ち

朝食を摂りに１階へ降りた。食堂はロビーに隣接し、道路側は大きなガラス窓になっている。シーズ

ン中は判らないが、この時期は朝食専用だった。ビュッフェ形式で品数は少ないけれど、私に取っ

ては充分な品揃えだ。皿にハムとチーズ、チューフィングディッシュ（保温容器）からスクランブル

モスクワ調達のサンドイッチ。 
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エッグとウィンナソーセージをとりわけ、さら

にパン二枚を載せた。家では決して作るこ

とのないスクランブルエッグだが、旅に出る

とたっぷり食べたくなる。たぶん卵三個分

ぐらいを取ったようだ。 

簡単に朝食を終え部屋に戻ったが、雨

が降り続いているので外出は見合わせた。

小雨だし折り畳み傘も持参しているから、出ることにそ

れほどの支障はないけれど、旅程に充分な余裕もある

のでのんびり行動したかった。 

幸いと云うべきか、今回は海外旅行に初めてコン

ピュータを持参している。一般的にネットブックと呼ばれ

ている、小型、軽量、安価なものだ。そして宿にはWiFi

（ワイファイ：無線でのネットワーク接続共通規格）が導

入されているので、PCを立ち上げて簡単にインターネッ

ト接続ができる。メールをチェックしたのちに、ブダペス

ト観光に関する情報収集をした。 

９時半に此処を宿泊延長することを思い出した。イン

ターネットを通じての予約だと、どんな宿か保証の限り

ではないから、一泊だけしか予約していなかった。しか

し一晩を過ごし、部屋の状態、静かでありながら便利な

立地などから、この宿に継続宿泊することに迷いはない。

フロントへ降りて行くと、係りは昨晩の男性から、愛想の

良い女の子に替わっていた。 

閑散期のせいか、簡単に延長はでき、さらに良かったのはイ

ンターネット予約より安くなったことだ。一泊当たり２,２５６Ft 

(８２９円)も安くなったのは、ブッキングコムの手数料分だろう

か。昨年ブルガリアのソフィアで、やはりブッキングコム予約した

宿を追加宿泊したことがある。このときは安くならなかったが、フ

ロントの女の子に、「これから当ホテルを予約するときは、電話か

直接メールして。」と云われた。同じような理由だろうか。 

霙から替わった雨も１１時ころになり止んだようなので、おも

むろに出かける支度をした。カメラバッグには英文ガイドブック

（豪Lonely Planet社のもの。以下英ガイドと略記する）などもしま

い、これとジョイントするデイパックに念のため折り畳み傘を入れ

た。 

泊まったシティ・ピルヴァックスの玄関前。歩行者専用道路で、歩
いている三人の背後に見えるのが朝食堂、その真上が泊まった
部屋。 

朝食のハム、チーズとスクランブルエッグ。 
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 出掛けにフロントで市街平面図を貰い、

これに現在位置を書き込んで貰う。ドナウ

河に架かるエリザベート橋の方角を訊けば、

これで進むべき方向が定まったことになる。

後は歩き廻って徐々に土地勘の働く地域

を広げて行けばよい。 

宿の周りを一巡りしてからドナウ河畔へ

向かった。この街では最大のランドマーク

と云うべきか、いろいろな見所へ行くにして

も、この河を起点にすると判りやすい。左

岸を上流へ向かって歩く。河越しに見上げる王

宮などはそれなりに良いのだが、川岸にずらりと

繋留されているレストラン船が目障りだ。しかし単

に遊びで歩いている人間の思いと、生活がか

かっている人々のそれを較べれば後者が重いの

かもしれない。 

１０分ほどで鎖橋に到達した。インターネットで、

「ブダペスト」を画像検索すると、国会議事堂と共

に一番多くヒットする。いわばブダペストの顔と云

えるような橋だ。 

正式名称はセーチェーニ鎖橋で、建設資金と

して多額の私財を提供したセーチェーニ・イシュ

トヴァーン伯爵にちなむ。鎖橋と通称されるのは、

強力なメインケーブルとしてチェーン（両端に孔

の開いた鋳鉄板をピンで繋いだもの。自転車や

バイクのチェーンに似た構造で、日本語の鎖とは

イメージが異なる）を使用したためだ。 

閑話休題。橋を渡ってブダ側に行くと、正面

の丘上には王宮が聳えていて、これを見物しようとする観光客がケーブルカー駅に長蛇の列を

作っていた。しかしこれらの見物は明日以降のこととし、踵を返してペスト側に戻る。 

河沿い遊歩道を、王宮やマーチャーシュ教会がすっきりした姿を見せないか、振り返りながら上

流へと辿る。しかしこれと云ったカメラアングルが見付からないまま、国会議事堂前辺りに至った。こ

こから先は工事中で遊歩道が閉鎖されている。時刻も１２時を廻っていたし、こんなぐずついた天

気のもとでは思ったような撮影もできなさそうなので、昼食に切り替えた。英ガイド推奨のクラッスッ

を目指す。 

ドナウ河沿いの歩行者専用道路ではインフォなどの文字が書き込まれたパラソル
の下で、（多分）市内循環観光バスの切符を売っている。このようなスタンドは、そ
れから市内の随所で見かけることになった。 

第二次世界大戦中にハンガリーのナチ党員により銃殺され、ドナウ川に
捨てられたユダヤ人犠牲者の慰霊のために、ハンガリーの彫刻家ジュラ・
ポウエ氏が造った鉄のモニュメント。 
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橋から東へ通じるヨージェフ・アッティラ通りを行き、バイチジリンスキ通りと交差する。近くに聖イ

シュトバーン大聖堂のドームが偉容を示しているが、これも明日以降の対象だ。交差点を渡ると、

通りはアンドラーシ通りとなる。ブダペストでもっとも繁華な通りで、日本ならば銀座通りといった感じ

か。しかしアンドラーシ通りは世界遺産なので、こちらの方が格上と云えそうだ。 

地下にはヨーロッパで最古の地下鉄（１８９４年開通）が今なお現役で走っている。1987年に世

界遺産登録登録された「ブダペストのドナウ河岸とブダ城地区」だが、2002年にアンドラーシ通りと

地下鉄が拡大登録された。 

通りの両側には国立歌劇場やルイ・ヴィトン、バーバリーなどの高級ブランドが建ち並んでいる。

しかしそれでいて雰囲気がそれほどよそよそしくなく、どこか庶民的なのは東欧ゆえだろうか。目指

す食堂クラッスッはこの通りの４１番地にあるはずだ。方向音痴なことは自覚しているけれど、今回

は道に迷うこともなく順調に進んだ。そう思った途端に、最後のところで間違える。店の真ん前まで

行ったのに、道路に看板などが見付からず、店構えを見てなぜか食堂ではなくカフェだと思い込ん

でしまった。しばらく辺りを探し回り、挙げ句の果てに、「引っ越したのか？」と思い込む始末だ。 

ともかく仕方がないので午前中にドナウ河畔で見かけて、「良さそうだな。」と思った店に変更し

た。来た道をほぼそのまま戻り、半時間弱で目指すデゥバリに辿り着く。時刻は１時１０分で、食事タ

イムと思うが店内に先客はいなかった。 

年配ウェイター二人が迎えてくれる。どのテー

ブルでも良いとのことで、比較的奥の窓際を選ん

だ。渡されたドイツ語と英文併記のお品書きでは

ドイツ語が上に記されている。歴史的に云えば

オーストリア＝ハンガリー二重帝国を経て現在に

至るのだから、ドイツ語の浸透がかなり残ってい

るのだろう。 

あまり食欲もなかったので、比較的軽そうなチ

キンパプリカとダンプリング（小麦団子）を一品だ

けメインから選んだ。それでもワインは外せない。

しかしリストを見てもさっぱりなので、ウェイターの

アドバイスを請い、彼の奨めるアルダシュに即決

した。すぐにワインは到着し、形ばかりのティス

ティングを終え早速飲み始める。 

ちなみにティスティングする目的は、コルク栓の壜内部側に生えたカビの匂いなどがワインに

移っていないかなどの品質チェックが目的だと云われている。これまでに数百回していると思うが、

未だかつて、「ノー」と云いたいような代物に出会ったことはない。しかしネットで調べると、ブショネ

と呼ばれるこのような不良品は40本～50本程度に1本あるそうだ。 

デゥバリの店内。 
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閑話休題。ウェイターが去った後、壜を手に取りゆっくり閲

す。ラベルの下部には egri bikavér（エグリ・ビカヴェール）の

文字が記されていた。訳せば、「エゲルの雄牛の血」で、これ

には逸話がある。 

エゲルはハンガリー北東部の有名ワイン産地だが、１６世

紀半ばに強大なオスマントルコ軍の侵攻に遭い危地に陥った。

ハンガリーの国民的英雄ドボー・イシュトバーンは自軍の兵士

に地産の赤ワインを飲ませ士気を鼓舞し、つい

にトルコ軍を追い返すことに成功。その際、赤ワ

インを飲んでいる姿をトルコ兵が見て「ハンガリー

人は雄牛の血を飲んでいる！」と恐怖したとの伝

承から、地産赤ワインをこのように呼ぶらしい。ト

ルコはモスレムだから赤ワインに馴染みがなかっ

たせいだろうか。 

話が脱線ばかりするが、ワインを飲みながら

待つこと十数分で、チキンパプリカが登場した。

日頃馴染みのないハンガリー料理は、連想する

ものと云ってパプリカぐらいだ。そんなことで、お

品書きに目を通していったとき、「魚も、豚も、牛

もイマイチだな. . . .」と思いながらチキンパプリカに落ち着いたのも、パプリカ

の影響はかなりあった。 

そして実際に食べてみれば、鶏肉自体が美味くパプリカが風味を良くして

いると思う。しかし、「ヨーロッパ生まれの最も辛い料理である（ウィキペディア）」

とまでは感じなかった。日常的に辛いものを好む結果、辛みに対して舌が麻痺

状態なのだろう。ワインは僅かながら独特の癖があり、これが料理との相性とい

う点で良かったらしく、気持ち良く飲み食いできた。 

最後をカプチーノで締めくくり、勘定にする。ビルを持ってきたのは、食事が

終わるころに二階から降りてきた肥満気味のオヤジで、どうやらチーフウェイター

らしいが、すこぶる感じが悪い。ワイン７,６００Ft(２,７９１円)、チキン３,１００Ft 

(１,１３９円)、カプチーノ６００Ft(２２０円)、サービス料５６５Ft 

(２０８円)、の合計１１,８６５Ft(４,３５８円)をカードで支払おう

とすると、「サービス料は現金でなければ駄目だ。」と云う。言い

分に不当なことはないが、云い方が突っ慳貪で、とうていサー

ビス業に従事する者とは思えない。おまけに１,０００Ft札を出

すと、催促するまで釣りを出さない始末だ。せっかくの昼飯が

後味の悪いものになってしまった。 

チキンパプリカとダンプリング（小麦団子）。 

仕上げのカプチーノ。 

ワインのラベル。ネットで調べたところ、これと同じ２００９年
ものが５,５００Ft(２,０２０円)で販売されていた。 

屋外用ガスストーブ。 
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しかし腹立ちを引き摺って歩くの

も馬鹿々々しいので、「路上観察

学」の実践に集中する。ドナウ河畔

を離れ、ヴルシマルティ広場の方へ

進んだ。街路は基本的に歩行者専

用で商店や飲食店が多いし、通行

者や辺りにたむろする人もいて、

ちょっとした賑わいだ。 

黒板に白墨で書かれたカフェの

メニューにホットワインがあった。冬

のヨーロッパではよく見かけるものの、

試したことはない。通常は蜂蜜など

を加えて、甘い飲料に仕上げているらしいので、食指が動かな

いのだ。 

広場の外れではショッキングピンクの仮装を付けた連中が

十数名いて、楽器を片付けているところだ。どんなパフォーマ

ンスを展開していたのか不明だが、少なくとも画像的には面白

いものが撮れただろうに、僅かな差で惜しいことをした。 

広場に接するディアーク・フェレンツ通りには設置されたば

かりの屋台店が並び、まだ二ヶ月も先なのに、クリスマス気分を

盛り上げている。 

 

ディアーク・フェレンツ通

は２００メートル強でディアー

ク・フェレンツ広場にぶつかり

終わりになる。小さな広場を

横切ってみると、その向こうは

交互二車線の幹線道路で、

漫ろ歩きには不向きなようだ。

踵を返し宿の方へ向かうだろ

うと思われる路地を選んだ。

方向音痴は充分自覚してい

るが、この近辺ならば河と幹

線道路に囲まれた狭いエリア

なので迷ったところで高がし

れている。 

上左：干菓子やドライフルーツ、キャンディーなどの売店。上右：栗・デーツ・シナモン・かぼちゃ？・
シナモン・ベイリーフ・レモン・唐辛子など形良くまとめている。装飾品かと思うが、以外に実用を兼
ねているかもしれない。一つ１,１００Ft(４０４円)は手頃な値段で、土産にしたいような気にもなる
が 、 壊 れ や す そ う だ し 、 こ れ か ら 一 月 の 旅 に 携 行 す る の は ゾ ッ と し な い 。
下左：ハム・ソーセージ屋。子豚（？）の写真が良い。下右：バウムクーヘン焼いていた。 

上左：ヴルシマルティ広場のテラス席カフェは無線LANが使える。上右：日本では見かけ
ないが、ヨーロッパでホットワインはポピュラーだ。下左：輪タク。下右：（多分）クリスマス
期間中の屋台店。 

パフォーマンス集団。 
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３分ほど歩くと、小さな広場に面して教会がある。さほど大きくはないが、ゴシック形

式のファサードは格調が高い。執筆にあたり調べたら、サービタ広場にある１８世紀創

建のサービタ教会だった。分厚い木製のドアを開けて中に入ると、頭上からオルガンの

響きが降り注いだ。 

意表を突かれ、一瞬ミニコンサートなどに紛れ込んでしまったかと思った。しかし落

ち着いて内部を見回すと、ベンチに坐っているのは数人だけで、それも聴衆ではなく

祈りを捧げに訪れた人々らしい。オルガン演奏は聴かせることを目的としたものではな

く、多分奏者が練習をしているのだろう。 

長いことコンサートと縁がないばかりか、自宅でステレオなどを聴くことさえ絶えて久

しい。降り注いでくる曲はバッハの作品だろうと思いながら、ともかくベンチに腰を下ろし、

カメラバッグやデイパックを脇に置き、コートを脱いで身体を寛がせて楽曲に耳を傾け

た。 

演奏の質を評価できるほどの音楽耳はないけれど、

かなり高度な技量の持ち主らしく、メロディーはよどみな

く流れて行く。そして何よりも素晴らしいと思うのは、教会

全体が楽器となり、鳴り響いていることだ。流麗な調べを

美しいものと聞きながらも、次々に雑念が湧いて音楽に

集中できない。それでもこの場を立ち去りがたく、半時

間弱を教会のベンチに坐って過ごした。 

宿へ戻ると３時を廻っていた。午睡その他で時を過

ごし、６時半にツマミなどの補充をするために買い物に

出る。フロントで付近のスーパーマーケットを訊いたらば、

玄関を出て右へ僅か５０メートル、昨晩タクシーを降りた

辺りだった。宿の立地が素晴らしいのを再認識する。 

部屋に冷蔵庫もあることだし買い込んだのは、牛乳

（２.８％）１㍑２４９Ft(９１円)。エダムチーズ１２５㌘３１９Ft(

１ １ ７ 円 ) 、酒を割る ミネ ラ ル ウ ォ ー タ ー （炭酸 ） 

１.５㍑１１９Ft(４４円)、スライスされたソーセージ１４６㌘

２７７Ft(１０２円)、ヨーグルト１２５㌘４箇２４９Ft(９１円)、ト

マト２１０㌘１２６Ft(４６円)など 

晩酌を済ませると、いつも通り早々就寝。深夜若い

女の子達の大声が聞こえたと思ったが、１２時頃のことで、

それ以後は静まりかえり、一番の音源はエアコンの送風音だった。しかしこのエアコンは音ばかりが

大きく、暖房能力は貧弱だった。温度設定にかかわらず、１９℃以上にはならない。寒くて困る様な

ことはないものの、思い通りにならないことが少しばかりもどかしかった。 

サービタ教会ファサード。 

サービタ教会内陣。 
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王宮とマーチャーシュ教会 

３０日は青空の拡がる気持ち良

い朝を迎えた。１０時に宿を出て観

光案内所へ向かった。僅か徒歩 

５分の所にあり、改めて宿の立地

に感謝する。 

ちなみにこれまでの旅では街に着いた

らまず観光案内所を訪ねるのが常だった。

しかしそこで収集する情報は、スーパー

マーケットやインターネットカフェの所在で、

今回はそのどちらも必要でなかった。今朝

寄ることにしたのは、ハンガリーで訪問地

候補の一つに挙げている、ホッロークーへ

の行き方が、英ガイドを読んでも具体的に

判らなかったためだ。 

案内所は１０坪ほどの広さがあり、スタッ

フは女性二人、男性一人でいずれも３０前

後に見えた。女性の一人が対応してくれ、

バスは地下鉄３号線で都心から３キロほど

のネープリゲットバスステーションから出るとのこと

（実際には誤った情報）だ。ホッロークーは、行く

としても二週間ぐらい先と思っていたので、取り敢

えずこの程度の情報で満足し、礼を云って案内

所を後にした。 

次ぎに目指したのは、昨日見かけて気になっ

ていた聖イシュトバーン大聖堂（コラム参照）だ。

バイチジリンスキ通りを辿って行くと、大聖堂の裏

側にでた。内陣の外壁を見ても堂々たるものだけ

れど、細工が粗いと云おうか、丁寧に作られたも

のではない。建設された時期は１９世紀半ばから 

２０世紀初頭で、オーストリア＝ハンガリー二

重帝国時代だったため、ハプスブルグに対抗し

てハンガリーの国威発揚を意識し、殊更巨大なも

のを作り上げた様に思われる。 

その結果、目立つところは豪華に装飾しても、

資金的な制限もあっただろうし内陣の外壁みたい

バイチジリンスキ通りから見る聖イシュトバーン大聖堂。 

宿二階の平面図。手書きで味わいがある。泊まったのは１０３号室で、道路とロビー屋上
に面して大きなガラス窓。 

イシュトバーン 

イシュトバーンはハンガリー千年王国の初代国王。幼名はヴァイク

だったが父親ゲーザが国家経営のためにキリスト教に改宗した際、洗礼

を受けてイシュトバーンとなった。国王として自国民のキリスト教化に努

め、カトリック教会では列聖されている。 

洗礼名であることから判る様に姓ではなく名で、同名の重要人物に

は国民的英雄であるエゲルのドボー・イシュトバーンや、鎖橋の資金提

供者であるセーチェーニ・イシュトバーンなどがいる。 

１０３号室。１１月１日の出発直前に慌てて取ったので、ベッドが寝乱れたままで撮
影してしまった。 
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に目立たないところは手抜きではないにせよ半ば見捨

てられたような印象が漂う。 

回り込んで正面玄関から内部へ入った。比較的

広々した拝廊（ナルテックス：教会堂の入り口もしくはロ

ビー部分）の右手奥で数人の列が出来ている。並んで

入るほどの教会かと訝しく思ったが、これは教会本体と

は別に、有料の鐘楼へ登ろうとする人達だった。改めて

見ると左手の奥に身廊へのドアがあった。 

大聖堂の外形寸法は高さ96m、幅55m、奥行87.4m

あり、内部空間もそれに応じた宏大なものだ。しかしそ

こに漂う空気は、かつて訪れたミラノのドゥオーモなどに

較べ荘厳さとか神聖さが希薄なように感じられた。所詮

は国威発揚のプロパガンダとして作られたものの限界とみな

すのは穿った考えだろうか。 

この教会で（不謹慎な云い方かもしれないが）目玉的な

存在がイシュトバーンの聖遺物で、彼の右手がミイラとなった

ものだ。祭壇の裏側に安置され、コインを入れるとライトアッ

プされる（日本語ガイドブック。以下日

ガイドと略記）そうだが、そんなものを見

る趣味はなく素通りした。 

そんなことで教会堂内は短時間で

終わりにしたけれど、鐘楼には登って

みる。５００Ft(１８４円)の入場券を購入

し、展望階の直下までエレベーターも

あるものの、運動不足解消も兼ね階段

を登った。展望台は主ドーム（キューポ

ラ）の丸屋根直下部分に設けられ、一

周できるので３６０度の景観を満喫でき

る。 

好天気に恵まれ、視界良好だし陽

射しは心地良い暖かさで風もない。見

物人は１０人くらいいたが、展望回廊の直径が１０メートルくらいあり、通路幅も

擦れ違うに充分なものだったので混雑した感じは全くない。難点を云えば見

下ろすブダペストの街並みはビルなどが多く、風情に乏しいことだろうか。そ

れでも展望台を二周ほどして９枚撮影。 

展望台から北（教会に向かって左）側鐘
楼を望む。 

聖イシュトバーン大聖堂のファサード。 

大聖堂の内陣。 
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大聖堂を出て王宮の方へ向かう。

鎖橋でドナウ河を渡ると、ほとんど橋

のたもとにケーブルカーの駅があり、

標高差５０メートルほどのところを運

んでくれて、料金は４００円ぐらいら

しい。しかし乗り場からは１００人程

度が行列を作っている。二台が釣瓶

状に交互上下して運搬しているから、

それほど待たずに済むのかもしれな

いけれど、行列に並ぶのは嫌いだからやむを得ないときだけにしたい。 

天候に恵まれたこの日、高々５０メートルほどを登るのに、機械の助けを

借りる必要などなさそうだ。歩き出してみると、坂道を登りながら景観が変化

するのを楽しみ、好きなところで立ち止まったり、

戻ったり出来るのが好ましい。結局１０分弱で

丘の上に到達する。 

登り詰めたところに小さな広場があり、その

向こうに旧王宮がある。数十人の人だかりが出

来ているので何事かと覘くと、衛兵交替の最中

だった。この手のものは好みでないし、バッキ

ンガム宮殿のそれなどに較べると、遙かに小

規模で貧弱だ。人混みの後ろを迂回してマー

チャーシュ教会の方へ進んだ。 

この辺りはおそらくブダペストで観光客の密

度が一番高い場所と思われる、うろうろしてい

るのは観光客かそれ相手の商売（仕事）人ばかりで、一般市民や住

民はまず見かけない。団体と個人は６対４ぐらいだろうか。団体だとバ

スで来て、引率されゾロゾロ歩いて行く。二十人ぐらいの日本人グ

ループと擦れ違う。 

人混みは嫌いだし、それが観光客ならばなおのことだけれど、

マーチャーシュ教会だけは一応見ておきたかった。正式名称は聖母

マリア聖堂で元々は1015年に建造されたらしい。1479年に塔の建造

などを命じたマーチャーシュ1世の名で一般的には呼ばれる。先ほど

聖イシュトバーン大聖堂の展望台から眺めた際にも、この塔を中心と

した姿がすっきり美しく感じられた。 

王宮の門柱上に据えられたブロンズ像はマ
ジャル族をカルパチア盆地に導いた伝説の
怪鳥トゥルル。 

マーチャーシュ教会。 

王宮の丘で坂を上りながらドナウ河越しに国会議事堂を望む。 
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しかし近くから見るといろ

いろな様式が交じっている。

マーチャーシュによる建造や

改築はゴシック様式だったが、

その後オスマンによる占領時

期にはモスクに改修されてい

た。さらに反トルコ神聖同盟

によるブダを取り戻そうとする戦闘は、教会の建物に大きな

被害をもたらした。 

オスマン撤退後に行われたモスクからキリスト教聖堂への

復旧は基本的にバロック様式で行われたが、不充分なもの

だったらしい。その後１９世紀末に13世紀の設計図に基づく

本格的修復が行われたが、１９世紀風の装飾も加わった。

ジョルナイのタイルによる菱形模様瓦屋根などがそれで、時

を同じくして１９世紀に改築されたザグレブ（クロアチア）の聖

マルコ教会屋根を彷彿させたのはそのせいかもしれない。 

此処まで来たのだから内部も見物することにした。入り口

に立つ係員に訊くと、少し離れたところにある券売所を教え

てくれた。１,０００Ft(３６７円)支払い、入場券とレシートを受け

取る。引き返して途切れることなく入って行く観光客の流れに

乗る。しかし入ってみていささかガッカリだったのは、内部の

半分以上が修復工事のためか、足場が組まれシートに覆わ

れ近付けないばかりか、垣間見ることも出来ない状態だ。そ

れでも幸いなことに内陣側は修復対象ではなかったので、

６枚ほど撮影し１０分ぐらいの滞在時間で表へ出た。 

教会のすぐ後ろでドナウ河を見下ろす位置に漁夫の砦がある。これもフリジェシュ・シュレック

（マーチャーシュ教会１９世紀修復工事の指揮者）の作品だ。展望台として作られたもので、砦の機

能はもとからない。名称の由来は、中世にこの

辺りの防御線を担当したのが漁師のギルド

だったためとのことだ。 

どことなくエキゾチックで美しい塔と回廊の

連なりに加え、眼下にドナウ河とその向こうに

ペスト市街を見晴らすので、観光客でごった

返している。それを目当てにヴァイオリンやギ

ターなどで投げ銭を稼ぐ姿もそこ此処にあり、

ちょっとした祝祭空間となっていた。 

マーチャーシュ教会内陣。 

１９世紀末に行われた修復工事による付加されたカラータイル屋根やガーゴイル付きの小尖塔。 

漁夫の砦。 
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しばらくは華やいだ雰囲気を楽しんだ

ものの、所詮人混みやお祭り気分は性に

合わず、王宮の丘から北へ連なるオーブ

ダ地区へ足を向けた。 

この地区の歴史は古く、遡れば石器時

代から居住が始まったらしい。その後ロー

マ人やマジャール人による都市が建設さ

れ、１３世紀にペーラ四世により王宮の丘

に宮殿が移されるまで、この地方の中心地

だった。ちなみにオーブダ（Óbuda）はマ

ジャール語（ハンガリー語）で「古いブダ」を意味

するらしい。現在はどちらかと云えば閑静な住宅

街で、観光客はほとんど訪れない。 

この方面を選んだのは、

漁夫の砦から見えた尖塔

（多分教会）を間近に見た

かったためもあったが、日

ガイドに、「感じの良いレス

トランが並んでいるけれど

観光客は少なく、地元の

人たちでいっぱい。」と書

いてあったことにもよる。そ

んな店に巡り会えれば、時

刻も１２時近いことだしもちろん食事するつもりだった。 

しかし探すべき地区は別だったのか、はたまた日ガイド情報がガセネタ

だったのか、レストランがありそうな雰囲気さえ感じられないままドナウ河河畔

にでてしまった。聖アンナ教会そして聖フランシス教会も、共に正面玄関に

達したもののドアは固く閉ざされていた。後者はともかく前者はファサードを

見ても立派なものだった。調べたところ１８世紀中頃に創建され、内部の主

祭壇なども当時のものが今も残っているらしい。それらを見られなかったの

は僅かながら残念だった。 

快晴無風の好天気に背中を押され、もう少し歩き続けることにした。これ

と云った目標はなく、上流に架かるマルギット橋まで行ってこれを渡り、左岸

を鎖橋まで戻る。そうすれば（昨日見付け損なった）食堂クラッスッで昼飯に

頃合いの時刻となろう。 

漁夫の砦からドナウ河上流方向を望む。架かっているのはマルギット橋。二つ並
ぶ青銅色の尖塔は聖アンナ教会で、その先にある尖塔は聖フランシス教会。 

オーブダで見かけた格調ある建物。調べてみたら高校だった。 

上：聖アンナ教会のファサード。 
下：見ることのできなかった内部。 
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マルギット橋は鎖橋に較べユニークさ

で劣り、立地は観光客がほとんど訪れない

所なので、知名度としてはかなり低いと思

われる。しかし架橋されたのは１８７６年で、

鎖橋の１８４９年に次ぎブダペストで二番

目に古い橋だ。さらに橋の幅は２５メートル

あり相互二車線の自動車道路と幅の広い

歩道に加え、中央部は路面電車が走り、交通に

関する能力では鎖橋や三番目に建設されたエリ

ザベート橋を凌駕している。 

橋を渡ると国会議事堂が５００メートルほど先

に見えた。しかし河沿いの遊歩道を行くと、議事

堂のすぐそばでフェンスにより遮断されている。

下水管か上水管を埋設する工事が行われている

のだ。しかし歩行者の安全確保と云うことに関し、

日本のように神経質ではないらしく、フェンスの脇

を通り抜けることは出来るし、立入禁止に類する

看板はなく、ましてや監視員など影も形もない。

その替わり工事箇所で怪我などしても、自己責

任と云うことだろう。 

工事自体は深さ１メートルほど掘削し、φ５０センチくらいの管を埋設するだけで、脇を通過して

も危険があるとは考えられない。迂回路はマルギット橋まで戻らないとならず、それも業腹だ。１２時

を廻って昼飯どきのせいか作業員はいなかったが、そのまま通り抜ける。 

工事箇所の終点は、昨日河畔を遡ってきた終点でもあった。そこから先は既に一度歩いた道で、

特筆することもないまま１時をちょっと廻って食堂クラッスッに到着した。店内は比較的混んでいた

が幸い空きテーブルに着くことができる。 

ウェイターから渡された英文併記メニューを一通り眺める。食欲は今ひとつなのでメインだけに

絞り、日本では比較的馴染みのないダックにした。胸肉をローストしたものにフィットチーネなどが

付け合わせらしい。ワインは全く判らないので、「ハンガリー産」だけを条件にウェイターのお奨めを

訊き、ワインリストで４,４５５Ft(１,６３６円)を確認してドージタマシュのメルロー（赤）にした。 

ちなみに此処で供するワイン

は総て国産らしい。英ガイドによ

れば５０種類ほどの在庫ワインか

ら１００ccグラスで試飲できるし、

気に入ったものをボトルで買い求

め持ち帰ることも出来る、ハンガ

マルギット橋を渡る低床タイプの連接車。未確認情報だが、２００７年からジーメン
ス製が導入され１編成５４ｍは世界最長だとか。 

国会議事堂前付近から対岸を望む。一番高いところにマーチャーシュ
教会。 

左：クラッスッの店内。２時を廻ってから撮影したので空いている。右：外観。 
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リ ー産ワ イ ン の ア ン テ ナ

ショップ的な所らしい。 

待つほどもなくワインが

供される。一緒にバゲット風

のパンとオリーブの実が入った小鉢

も運ばれてきた。お通しみたいなこ

とだろうか。カリッと焼き上がったパ

ンは暖かみが残っている。自家製な

のかもしれないが、ともかく美味いし

ワインを飲みながら少しずつ食べる

のが良い。オリーブもこれに変化が

もたらされて好ましかった。 

ワインから２０分弱で鴨が登場し

た。細かい鉄網の格子模様がくっき

り残り、焦げ茶色になるまで焼かれ

ているが、断面は鮮やかなバラ色で

瑞々しい。小片を切り取り口に運ぶ。

肉汁もたっぷりで濃厚な味わいだ。 

鴨は他の肉と異なり、屠殺する際に血を抜かないように処理して、鴨特有の鉄分を含んだ風味

を強調する手法があり、さらに客に供さない残部から血を絞ってソースに加えたりするそうだ。この

店がそのような調理法を採用しているのか不明だし、鴨肉料理に疎遠な私には食べて判断など出

来ようはずもない。しかし何となくそう考えると納得できるような風味だった。 

ワインと鴨肉の相性も良かったし、快調にしかしゆっくり食事を楽しんだ。２時頃に完食し、カプ

チーノで締める。勘定はダック２,９９０Ft(１,０９８円)、ワイン４,４５５Ft(１,６３６円)、カプチーノ３８０Ft 

(１４０円)、サービス料７８５Ft(２８８円)。 

宿への帰り道、昨日オルガンの壮麗な響きを楽しむことが出来たサービタ教会に立ち寄る。今

回はひっそりして祈りを捧げる人がいるばかりだった。柳の下に二匹目の泥鰌はいなかったわけだ

が１枚のポスターを見付ける。 

それによれば３月から１１月の水曜日に、１２時から１２時４０分までオルガンの無料コンサートが

開催されると記されている。昨日は月曜日で時刻的にも合わないが、多分無料コンサートのために

練習をしていたのだろう。 

宿へ戻りついたのは２時半を回っていた。しばらく昼寝の後、メール

チェックその他。６時になってすぐそばのスーパーマーケットで買い物をし

た。ポテトチップ７７㌘２２９Ft(８４円)、ブロッコリー・サラダ２００㌘３０９Ft(

１１３円)、ミネラルウォーター１.５㍑９５Ft(３５円)、ライ麦パン４９Ft(１８円)。晩

酌後この日も早々就寝。 

左：お通し（？）のバゲット。右：オリーブ。 

鴨の胸肉ロースト。フィットチーネの上に乗っているのは洋梨。 

街頭でスナップ。緑のジャンパーは制服
で、自転車に書かれた文字からすると乗り
降り自由巡回観光バスの切符売りらしい。 
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地下鉄 

３１日はどんより曇った朝を迎え

た。ブダペストで見物したいところは

一応昨日で終わっている。しかし次

ぎにどこへ行くか候補は絞られてき

ても最終的踏ん切りがつかず、そし

て移動することを億劫に感じることも

あって滞在を一日延ばすことにした。

空いていたせいか宿は同じ部屋に

居座ることが出来る。午前９時に落

ち穂拾い的な街歩きに出かけた。 

まず地下鉄に試乗。明日、他都

市への移動はこれでブダペスト東駅

へ行くことから始まるはずだ。地下

鉄の最寄りはデアーク広場駅で徒

歩５分だ。宿の立地が良いことに

又々感心しながら駅へ向かう。 

知ってしまえば赤い地下鉄マー

クなど判りやすい表示があったのに、地下鉄駅の地上

部雰囲気が日本やこれまで私の経験したドイツ、スペ

インなどの異なった印象だったのでしばらくキョロキョロ

する。建物の中には自動券売機も設置されていたが、

しばらく観察したところコインしか受け付けないようだし、

操作法も券種の選択など面倒そうなので有人窓口に

並んだ。 

距離に関係なく片道１回（乗り換えは可）の料金が

３２０Ft(１１８円)。５００Ft札で支払うと、切符、釣銭の他

に領収書が渡される。券売機ならばどうなるのだろう。 

切符を持って同じフロアにある刻印機（改札機）の所へ行き、刻印しようとするが切符が上手く

入らない。ミシン目で上手く切れていなかったのが原因で、この部分を自分で切り取れば済んだら

しいが、ともかく勝手が判らないので愚直にそのまま刻印しようとした。刻印機のすぐ内側にいた検

札員のオバサンが、見かねたのか近寄ってくると、出っ張り部分を折り畳んで刻印してくれる。 

インターネット上に流れるブダペスト地下鉄情報では、検札員が厳しく切符なしはもちろん、刻

印なしも問答無用で罰金を取られるばかりか、「事情のわからない旅行者が却って検札員の標的

にされることもあるようだ。」などの記述があり、戦々恐々だった。１回だけの経験で、このような情報

が間違いとは断定できないが、少なくとも彼等を警戒する気持ちは大幅に変化した。 

上左：地下鉄駅の地上部。内部には切符売り場と売店。上右：券売窓口と自動券売機。 
中左：赤い柱の上部に刻印機。内側に立っている男女が検札員。中右：プラットホームの
乗降風景。下左：車内。下右：地上へのエスカレーター。 

地下鉄切符実寸大。左上にある台形状の出っ張りはミシン目で上
手く切れずにくっついてきたもの。刻印機により右側に切り込み、中
央部に数字が印字される。 
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長いエスカレーターでホームへ

降りる。ちなみに地下３８メートルで

これは日本最深の千代田線国会議

事堂駅より１メートル深い。こんな深

さになった理由はソ連の技術（方

針）で建設され、核シェルターとして

の利用が想定されていたためらしい。 

三つ目のバロス広場駅が（鉄道

のターミナルである）東駅（Keleti 

pályaudvar：ケレティ・パーリャウドゥ

ヴァル）の地下で連絡駅だ。なぜ別

の名前にするのか理解できず、少な

くとも旅行者に対して不親切だと思

う。 

東駅はブダペストに三つある鉄

道ターミナルの中で最大であり、国

内各方面への長距離列車と国際列

車が発着する。１８８４年に完成した

駅舎はそれほど大きくないが、当時はヨー

ロッパでもっともモダンな駅舎と云われたら

しい。 

天井から吊り下げられた大型インフォ

メーションは左が出発便、右が到着便を液

晶で表示している。出発便を数えると 

２時間に１３本もあった。昨年利用した

ソフィア中央駅に較べれば、列車数、利用

者数のどちらも遙かに多く、システムは近

代的で、そして各種情報の表示がキリル

文字でないことが私には有り難かった。 

先ほど地下鉄で通過したルートの真上になるラー

コーツィ通りをエリザベート橋の方へ戻る。 

上：東駅のコンコース。中央に表示板。 
下左：国際列車切符売り場とインフォメーションの看板。下右：国内列車切符売場看板。 

東駅舎のファサード。駅前広場であるバロスは地下に４号線の駅を建設中。それ
に合わせて再開発工事が進行中のため板塀で囲われていた。 

ラーコーツィ通りで見かけたユーロ・ワン・ショップ。百円ショップの
類だが此処に限らずヨーロッパの百円ショップは品揃えが貧弱で
見ても面白くない。 
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車道は相互二車線で歩道の幅も広々しているが、交通

量はそれほどではない。ハンガリーの乗用車所有率は日本

の７割弱（P.４参照）だが、それよりも少ないような印象を受け

る。沿道の建物はおおむね階高が揃っているので、都市計

画に従って建築されたのだろうか。今となってはくすんでみ

すぼらしい感じもするが、丁寧に観察すればかつては格

調高いものであったことが見てとれる。 

ラーコーツィ通を途中で左折し、中央市場の方へ向

かった。表通りを外れ路地を辿る。ブダペストの街路はそ

れほど錯綜していないので、方向音痴でも迷子になる心

配はないし裏通りはほとんど車両の通行がないのでホッと

する。小さな市街地公園があり、これを斜めに横切って行

くと、樹木越しに教会の鐘楼が見えた。古色を帯び風格が

ある。尖塔を目印に近付くと、何とかファサードの前に辿り

着いた。大学教会だ。１８世紀に創建され、神学大学の付

属教会だったので、大学教会と呼ばれているらしい。しか

し残念なことに入り口のドアは閉ざされ、分厚い木の

扉はびくともしない。入り口付近を見回しても、いつ

開くのかを示すような表示も見付からなかった。 

 

中央市場 

教会からしばらく行くとヴァーツィ通に出た。この通はアンドラーシ

通りと共に、ブダペストでもっとも繁華と云われているが、アンドラーシ

が国立歌劇場や国際的に有名なブランドの大型店が多いのに対し、

こちらは歩行者専用道路の両側に、比較的小振りな商店とそれに挟ま

れて飲食店などがある盛り場的雰囲気の漂う通りだ。 

南南西に僅か進むと、中央部分を路面電車の走る小環状線にぶ

つかる。斜め左手に中央市場のファサードが見えた。この通りは車輌

の通行量も多いので歩行者用信号が変わるのを待って渡る。 

サンドイッチマン。ちなみに日本で
は絶滅したものと思っていたら、
細々復活しているらしい。 

エジェテム（大学）教会内部。インター
ネットから採取。 

中央市場のファサード。 

エジェテム（大学）教会の鐘楼。 

ラーコーツィ通りにはかつてはその格調高さを誇ったであろうビルが建ち並んでいる。 
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入り口は二重の黒いカーテンで

寒風が吹き込むのを防止している。

ガラスの二重ドアなどではないところ

が、この市場に相応しい感じだ。

１８９６年に建設されたそうだが、中

央の屋根を高い位置に設け、その

下にある大きなガラス窓から外光を

充分に取り込み、開放的な雰囲気

を作り出している。 

市場の営業時間は朝６時の開場

で、月曜日は午後５時まで、火～金

は午後６時まで、土曜は３時までで、

日曜全休らしい。訪れたのは 

１１時を少し廻った頃合いでかな

り雑踏していた。食品類の市場を見

て歩くのは好きだし、いつもはあれこ

れ買い込みたい衝動に駆られる。し

かしなぜか今回は食指の動くものが

なかった。 

肉屋の店頭に並ぶハムやソーセージの多様さは、此処もま

た肉食の国なのだと納得させられるし、八百屋や乾物屋に縄

のれんのようにぶら下がるパプリカはこの国における消費量が

莫大なことを示しているようだ。ちなみに（孫引きで２００７年の

FAO（国際連合食糧農業機関）統計データによると）パプリカ

類の（唐辛子系の香辛料としての）消費量は、世界一位がボス

ニア・ヘルツェゴビナで１９.５９㌘（/人/日）、二位がハンガリー

で１７.２９㌘、日本は僅か０.２７㌘だ。辛い食べ物を好む国との

印象が強いタイが２.６８㌘、韓国は０.６７㌘なので、消費量は食

べ物の辛さとは直接関係なく、辛くない唐辛子系を大量に使

用して辛い料理を好む国が上位を占めているらしい。 

閑話休題、場内を巡回する。二階には衣料品､刺繍その他

の土産物的な品物とレストランがあったけれど､興味が湧かず

すぐ一階へ戻る。結局２０分ほどで場外へ出てしまったが、後

で地下にはジビエの店もあったと判明。行かなかっただけに何

か面白いものを見損なったような気がする。要するに、「逃した

魚は大きい。」心理だ。 

上左：中央市場のメイン通り。上右：肉屋はハム、ソーセージの品揃えが豊富だ。 
中左：パン屋。中右：ハンガリー名物のパプリカが縄暖簾状になっている。 
下左：フォアグラの缶詰各種。下右：ピクルス類。 

ハンガリー観光局のページで中央市場を調べたら、顔をか
たどったピクルスが紹介されていた。慌てて撮影済み画像
を調べたら小さく写っている。それを部分拡大。 

自由橋。 
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市場を出て前の幹線道路を

左 へ 行 く 。 す ぐ自由 （サバド

シャーグ）橋が古風な姿で架かっ

ている。もとはフェレンツ・ヨー

ジェフ（オーストリア＝ハンガリー

帝国皇帝）橋と呼ばれ１８９９年に

完成した。しかし第二次大戦でド

イツ軍が撤退する際に破壊され､現在のものは戦後に復元したも

のだ。共産主義時代に名称も変更されたそうだ。 

橋を渡って右岸を上流方向へ向かって辿る。景観その他、面

白味のないところだった。１０分足らずでエリザベート（エルジェー

ベト）橋にいたる。この位置には1903年に完成し

た吊り橋があり、オーストリア＝ハンガリー帝国皇

后のエリザベートの名を冠した。しかしこれもドイ

ツ軍により破壊され、現在のものは１９６４年に架

橋されたものだ。資金的な問題により新工法が採

用されたらしいが､この橋が世界遺産の対象と

なっているのは理解に苦しむ。 

この橋でペスト側に戻り､宿でトイレなど使い

一休みする。しかし１２時を廻っていたので間もな

く昼食のために出かけた。目指すは昨日と同じク

ラッスッだ。 

さすがに道を間違えることもなくアンドラーシ

通りに出てこれを右へ行く。６、７分で国立オペラ

座の前に来た。一昨日、昨日と注目しながらも素

通りしていたが､日ガイドがあまりにも賞賛するのでともかく立ち寄ってみることにした。 

公演は月曜日以外連日あるが､マチネーは日曜日だけなので劇場周辺は通行人と数人の観光

客がいるだけで閑散としている。玄関ホールも同様で、営業しているのは小さな売店風のオペラ・

ショップだけだった。ホールの天井や､劇場へ通じる上り階段通路を垣間見ただけでも、内部の豪

華絢爛さが偲ばれる。 

ホールの掲示によれば､劇場内部を４０分で廻るガイド

ツアーがあり、３時と４時にスタートする。料金は２,９００Ft 

(１,０６５円)で、撮影する場合は別途５００Ft(１８４円)

かかる。内容からすれば安い価格設定だと思うものの､ガ

イドツアーは嫌いだし食事を済ませて宿へ戻った後、再

び此処へ赴く気にもならず、結局内部見物はなしとした。 

自由橋から右岸にあるブダペスト工科経済大学を見る。 

エリザベート橋。 

国立オペラ座の玄関ホール天井。 

国立オペラ座の外観 
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クラッスッに着いたのは 

１時近くなっていたが、店内

は昨日より空いていた。昨日

のテーブルは通路の間に島

になったように置かれ、落ち

着かない思いだったので、奥

の方へ進む。６段ほど階段を

登り、壁際のさらに一段高い

席に坐った。壁際にはびっし

りワインの壜が並び、さすが

はワインの品揃えを誇る店と

納得。 

野菜不足を感じていたため、お品書きを見てウォルドーフ・サラダをどんなものか良く判らないま

ま注文した。メインは昨日から気になっていたワイルド・ボアのシチュー。日本で試す機会の少ない

ジビエには食指が動く。ワインは昨日飲んだドージタマシュのメルローだが、一本は多いような気が

してグラスで頼む。 

間もなくウォルドーフ・サラダが登場。英辞郎（インターネット辞書）によればこの品は、「セロリと

さいの目に切ったリンゴとクルミをマヨネーズであえたサラダ」だそうだが､実際に供されたものはこ

の材料以外にミニトマトやベビーリーフ、紫キャベツなどが小綺麗に和えられていた。サラダと一緒

に出された黒パンが美味い。自家製なのかカリッと焼き上がって暖かみがまだ残っている。これとサ

ラダでワインが進む。 

そしてサラダに遅れること２０分でメインが登場した。野猪のシチュー、ダンプリング添だ。画像を

見れば判るように日本人のイメージするシチューとはちょっと違うようだ。しかし肉塊などをトロトロ煮

込めばそれは総てシチューなのかとも思う。肉は美味いと思ったが、ダンプリングは一昨日も感じた

ように相性が良くなかった。 

締めのカプチーノは表面に綺麗な模様が乗っている。最初にこの手の装飾を見たのは２００７年

のミラノだったが､近年ラテ・アートなどと呼ばれ技能を競う世界大会なども各地で開催されているそ

うだ。ちなみに昨日のカプチーノにラテ・アートが施されていたかは記憶にない。これができるバリス

タ（バルでコーヒー関係を扱う職人）が不在だったのかもしれない。 

勘定はサラダ１,７９０Ft(６５７円)、シチュー２,５９０Ft(９５１円)、グラスワイン５杯３,７００Ft 

１,３５９円)、カプチーノ３９０Ft(１４３円)、サービス料７５０Ft(２７５円)だった。 

 

夜景 

宿へ帰って一眠りしてから､ブダペストとも今夜が最後かと思いながら、日ガイドのブダペスト

部分を拾い読みした。それまで読み流していたところで改めて目を惹いたのは夜景に関する記

述だ。 

上左：店内奥の部分。一段高くなり客席もあるがワインが各種並んでいる。上右：ウォルドーフ・
サラダ。下左：ワイルド・ボア。下右：カプチーノ。 
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 「多くの都市で素晴らし

い夜景を体験し､見飽きてし

まった人でもブダペストの夜

景に感動 し な い 人 は い な

い。」とベタな表現で感心しな

いが､夜景そのものには興味

をそそられた。晴れていて無

風だし、５時を廻ったばかりだ

が僅かに残照が残るだけで、

ドナウ河畔に達する頃には

とっぷり暮れているだろう。晩

酌の前に散歩がてらの夜景

見物に出かけることにした。 

歩行者専用のヴァーツィ

通へ出ると、かなりの人混み

だ。テラス席のカフェで飲食

する人も多く、全体にゆったり

としたムードが漂い､行き交う

人に退勤途上と云った雰囲

気はない。このときには全く気付かなかったが､翌日の１１月１日は万聖節で休日なのでその影響も

あったかもしれない。 

ドナウ河畔の遊歩道も同じように散策する人が途切れない。気温は６℃で､風がないからコート

を着ていれば厚着していなくても寒さを感じない。 

日本で夜景が有名なのは､函館、神戸、長崎辺りらしいが、見たことがあるのは函館だけだ。函

館が良いのは函館山という手頃な展望台があり、そこから見下ろすと両側から海が迫り､ちょうど光

の海の中心部となる函館駅前辺りで両側が黒く塗りつぶされたようになる。これが街に点る明かりの

コントラストを強調するためだと思う。 

それに対してブダペストはなんと云ってもドナウ河だ。ペスト側から見ると､対岸の丘に聳える王

宮や教会のライトアップされた姿が川面に映る。流れによって出来るさざ波にこの光が揺らめくのが

効果を一段と増幅するようだ。 

鎖橋に達して考える。日ガイドは王宮の丘から見下ろす鎖橋の電飾を絶賛するが、その写真は

つまらないものだったし、ペスト側でライトアップされているのは聖イシュトバーン大聖堂ぐらいなの

でつまらなそうだ。結局橋は渡らず、もう少し上流まで歩いてマーチャーシュ教会や鎖橋の撮影を

続けた。 

鎖橋から１０分強歩いてさらに上流方向へ移動しても良いアングルはなさそうだと見極めを付け

る。時刻はまだ５時４０分だけれどそろそろ晩酌に切り替えたくなった。 

ヴルシマルティ広場の賑わい。 
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鎖橋まで戻り､此処で河畔を離れ

ドロッチャ通りを行く。間もなくヴルシ

マルティ広場に出た。広場を取り巻

く商店やカフェのイルミネーションが

明るく点り、広場に並べられたテラス

席にもかなりの人が憩っていて、どこ

か祝祭空間的な趣もあった。 

大道芸人の演奏するメロディー

に合わせて踊る男女のグループや、

その隣でこれも大道芸らしいサクソ

フォンを吹くオヤジがいる。ちょっとし

た手押し車に､アンプやスピーカー、

小型リズムマシーン（？）などを積ん

できたらしく、それをセットしての熱

演だ。その前に立って肩を組ながら

歌っているのは、男性ばかり７人で

学生かもしれない。歌は下手だけれ

どともかく楽しそうだった。 

ヴルシマルティ広場からヴァー

ツィ通を歩き、宿のすぐ手前にある

いつものスーパーマーケットで買い

物 。 ウ ォ ッ カ （ フィン ラ ンディア ）

７００cc３,６９９Ft(１,３５９円)、パン

５９Ft(２２円)、ソーセージ１２２㌘

２３２Ft(８５円)など。 

宿へ戻りついてみるとまだ6時半にもなっていない。ゆっくりシャワーを浴びる。室温は４泊して、

ようやく２２℃まで上がるようになった。長期空き部屋で冷え切っていたのだろうか？ 

明日訪れるジュールの予約をして貰うためにフロントへ降りた。英ガイドで候補四つをマーカー

で塗り、赤ボールペンで優先順位を書き込んである。これを見せるとフロントマンはすぐ理解してく

れて、電話をかける。最初のところで簡単に決まり、念

のためか一泊朝食付きの値段をメモ用紙に書き出して

確認してくる。異存がないことを伝えると、これで予約は

完了した。 

部屋に戻りジュールのことをガイドブックで拾い読み

しながら晩酌。この晩も相変わらず静かだった。 

先ほど購入したソーセージで晩酌。 

ヴルシマルティ広場の賑わい。 


